



徳 永 陽 一 郎
私は南極観測船 「宗谷」の第1次から第6次 まで毎年
実施された改造及び修理工事の船体監督官をつとめた.
日本鋼管㈱浅野船渠 にかよった 日数 は 通算2年 を超え
る.そ して私の生涯でこの6年 間程全力を挙げて取 り組
んだ仕事は他にはないとい うことができる。単に造船技
術者 として実に多 くのことを学んだだけでな く.造船所
の歴代の幹部の方々を始め担当技師,現 場の職長及び歴
代の宗谷乗組員,観測隊員の皆さんと一緒に仕事をする
































の一部に損傷を受けたが主船体は異状が な か った.ま




















の海空協同作戦は 「宗谷」から 「ふ じ」に引き継がれて
日本隊独自の輸送方式となっている.
宗谷は昭和37年南極観測業務の大任を果した後,翌 年
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氷帯を押し退け砕いて進む底力は依然衰えて いな か っ
た.戦 時中は特務艦 として,戦後は復員輸送船,.ヒ]『台補















は,平 均2回 はあるブリザードは0と恵まれ,全 員で行








2月4日.鹿 児島 県内 ノ浦 鹿 児 島宇 宙 空 間 観 測 所 よ り
打 ち ヒげ た オ ー ロラ観 測 用 人 工 衛 星EXOS-A　 tCき.1
っ こ う"の ビー コン波 を6時 間 後 に キ ャ ッチ,6日 か ら
定 常 的 な観 測 デ ー タ ーの 受 信を 開 始 した.【ヒき ょっ こ う"
か ら は 主 に1,〔順)～2,(XX)km上空 のVLF帯 電 波 の観 測
デ ー タ ー を送 って くる.
一一方 ,波 動,粒.f',電場 を調 査 す るS-310JA77;'
機 は3月271.1に打 ち－Lげられ た.ロ ケ ッ ト1よ高 度219.5
kmに致 し,ブ レ ー ク ア ッゾの強 い オ ー ロ ラの ユ't.iri:中に 命
中,観 測 機 器 も1ビ常 に 作 動,観 測 は 成功 した.
第19次隊:よ17,1811(「;家と同 じく[iq際磁 気}圏観 測1言十1山i
(IMS)の 最 終 年 で あ る こ とか ら超 高層 観 測 を 放電,点
観 測 と して い るが,前 記 の 人 工 衛 星受 信観 測,ロ ケ ッ ト
観 測 の 他み ず ほ 基 地 等 を 使 って観 測網 を広 げ た いわ ゆ る
「多 点 観 測 」 も その..一つ で あ る.み ず ほ基 地 では,第18
次 隊 よ り箕 岡 リー ダ ー他 奥 田,イ1沢,鈴 木(1の第19次隊
員 が,業 務 をり[き継 ぎ,地 磁 気3成 分,VI、F帯 自然 電
波,電 離 層 吸 収 な ど超 高 層 と定 常 的 な気 象観 測 を行 っ て
い る.ま た,昭 和 基 地 とみ ず ほ 基 地の 中 間 点 にあ る無 人
観 測 点Alで は 風 力 発 電 を利用 した 地 磁気3成 分 や 電 離
1.;4吸収 の 観 測 が 自動 的 に 記録 さオZてい る,
2月10に 越 冬 を 開 始 し.1か)1も 過 ぎ る と初め ての
隊 員 もす っか り昭 和 基 地 生 活 に.tlltれ,各自の 仕 事 や 持 ち
回 りの 当 直 の 終 った あ とは,食 堂 での 麻 雀,娯 楽 棟 で の
ビ リヤ ー ドや,食 堂 での 週2回 の 映 画 鑑 賞 な ど を楽 しむ
余 裕 が で て きて,す っか り越 冬 ペ ース が で て きた 感 じで
あ る.ま た,今 次隊 も 日ilJ紙「日 「[jl9次」 が 毎 日発ffさ
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ーマ クマー ド地域 の国際共同観測一
筆 者 と船 木 助手(国 立 極 地 研 究 所)は77-78のfield
season　に マ クマ ー ド地 域 に 派 遣 され た.
昨 年11月11日に 東 京 を 出発 シ ド ニー経 由 で12日に ク ラ
イ ス トチ ャーチ に到 着,空 港 で.　NSF代 表 のMr.　W.
SeeligとD,S.1.R.のMr.　Jim　Gomanの 迎 え を受
け る.典 形 的 な ア メ リカ人 と ニ ュ ー ジー ラ ン ド人,共 に
この 上 な く親.切で あ っ た.翌 日　Antarctic　D vision　D.
S.1.R.を訪 問,　Bob　Thomsonに挨 拶,バ ン ダ基 地 に
.世話 に な りた い 旨お 騙 した と ころ ,心 良 く許 可 して くれ
た.16日 早 朝 ク ライ ス トチ ャ ーチ 空 港 を 出 発,C-141
は 北 上 す る.な んの こ とは ない,空 港 員 が 給 油 の ス イ ッ
チ を取 り替 る取 り替 い な い の さ さい な こ と で ス トを や
り,ニ ュー ジ ー ラ ン ド北 島 の ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド空 軍 基 地
ま で 補給 に来 たわ け で あ る.基 地 で は突 然 のC-141の訪
問 で驚 い た ら し く,基 地 の 人 は 勿 論,一 般 の 人 まで か な
り集 って来 た.そ ん な こ とはお か ま いな く,戦 闘 機 の 方
に 歩 い て行 く　USARPの メ ンバ ー が あ って,こ れ を 見
た基 地 の 兵隊 さん が飛 ん で 行 き,「 コラ ッ,ダ メ ジ ャナ
イ カ」 と言 う叫 び声 が聞 こ え そ うで あ っ た,我 々 に見 せ
よが しに,戦 闘 機 は 編隊 で離 着陸 の 訓練 を始 め,ア ッ飛
び立 った!ア ッつ づ け て 降 りて米 る!と 目の 前で く
り広 げ られ る訓 練 を あ き もせ ず眺 め て い た.戦 争 を知 ら
な い平 和 な 光 景 で あ る.同 乗 者は ア ラ ス カの 大 竹 教 授 を
加 え 日本 人3名,　 USARP,　H　&　N会 社U.　S　NAVY
の 人 達 約50名.こ ん な こ とが あ って マ クマ ー ドまで10時
間 もか か って し ま った,お まけ に 今 年 は 昼 食代(2ド
ル)を と られ た.ア メ リカ も渋 くな った もの で,節 約 し
た人 もか な りい た よ うだ.
昨 年 は ス コ ッ ト ・ベ ース 泊 りで あ った が,今 年 は最 初
か ら マ ク マ ー ドの メ ンバ ー,ホ テ ル 住 い で あ る.ヌ ー ド
の カ ンパ ンの 出 て い たINNは 　「Manmoth　Mountain
Inn」と改 名 され て い た.勝 手 知 った 他 人 の家 で,研 究
室,食 堂,バ ー,シ ョピ ン グセ ン 歩 一… … と,生 活 に は
何 一 っ(?)不 自 由せ ず,時 々 ス コ ッ トベ ース を 訪 れ た
り して,荷 物 の 到 着 を待 った.初 め の10日間 は 地学 棟 の
整 とん を し た り,基 地 周辺 で 古 磁 気 試 料 の 採 集 を 行 い な
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極 地 研 ニ ュ ー ス
一策18次越冬隊帰国一
昭 和51年ll月25[1‖}1海埠 頭 を 出 発 し,昭 和 基 地 及 び み
ずほ 基 地 で 越 冬観 測 にll日耀 した 第18次越 冬 隊 の 楠 宏 隊 長
ら29名}よ,1{ド4か月 ぶ り}こ3月20日ノ干前11L]tF25'y]L,東
京 国 際空 港 に帰 着 した,家 族や 関 係 者 多 数 の 出 迎 え を う
け,全tvt気 い っぱ い雪 やけ の 顔 をほ ころ ば せ,い っ も
な が らの 歓迎 風 景が く りひ ろげ られ た.
第18次隊 は,国 際 磁 気 圏観 測 計画(IMS)に 棊 つ く
ロ ケ ッ トに よる オ ー ロ ラの電 場 磁 場 等の 諸 物 迎 い:の測 定
テ レ メ ト リー に よる 人 工 衛 星観 測 を 柱 とす る超 高層 観 測
を は じめ,定 常 観 測 の ほ か,気 象,雪 氷,地 理,医 学 等
の 研 究 ・観 測,ま た,み ず ほ 基 地 で の越 冬観 測 も実 施 し
た.特 にオ ー ロ ラ現 象 に つ い て は,地 上 観 測,Pケ ッ
●,八 工衛蜆 よる泓 観811の難 ま。.。 躁F、1に
よる 昭 和 基 地 と ア イス ラ ン ド ・レイ キ ャビ ックで の 立 体
同時 観 測 に も成 功 し多 大 な成 果 を収 め た.こ れ らの 貴 重




の位 ヶ原山 荘 周 辺 で,li1田隊長以一ドふじ乗組予定.M'3














南 極 地 域 観 測 統 合 推 進 木 部 は3月22日(水)東 条 会館
に 於 て開 催 され た イllfl;総会 に お い て,第2⑪ 次 の 副 隊 長 を
決定,「司自 発ノ乏さ れた.
山 崎 道夫 気 象 庁総 務 部 航 空 気 象 管 理 課 長
llf{　Tl　5{卜3月3「.1{t三(48才)
専:「1`1分野:気 象




昭 和5的 は り3カ 年 計 画 で 南 極昭 和 基地 で実 施 され て
い る.　IMS　 (国際 磁 気 圏観 測 計 画)のk－ め の総 合観 測
で 得 られ た成 果を 発表 し,検 討 す る 目的 で2月8Hか ら
101|iEで3|i間にわ た り当 研 究 所 主 催 に よ り講 義'4{で.開
催 され,約80名 が 参加,41の 発 表 が あ った,
南 極 に お け るIMS計 画 は,ロ ケ ッ ト,大 気 球,人 『〔
衛 星,地1二 多 点,共 役 点観 測 と大 規模 な立 体 的 観 測 網 を
建 設 し,オ ー ロ ラを は じめ とす る 各 種 の超 高 層現 象 を総
合的 に観 測 し よ う とす る もの で,第17次 隊 に よ り観 測 が
ス タ ー トし た.最 初 の 観 測 デ ー タが 日本 に到 着 してか ら
/Eだ1年に も満 た な いが,こ の 聞 精 力 的 に解 析 が進 め ら
れ,シ ン ポ ジ ウ ムで は これ まで 得 られ た成 果 に つ い て20
に もの ぼ る発 表が な され た.ま た この 他 これ らの 成 果 を












久保治也,村 田節夫,伊 藤富造(東 大 ・宇宙研)
国分 征(東 大 ・理)
3.南極ロケットによるオーロラ帯降下電子の観測




河島信樹,佐 々木進.金 子 修(東 大 ・宇宙研)
5.オーロラ電子観測資料処理





点 飯島 健(東 大 ・理)
8,　Cusp　fleld.aligned　curr nt　と惑星間空間磁場との
相関
藤井良一(極 地研),飯島 健(東 大,理)
9.南極 ロケットによる電場の観測
小川俊雄,森 田 護(京 大,理)
10.南極気球によるオ・-Pラ電場 とX線
小川俊雄(京 大.理)小 玉正弘(理 化学研)福 西
浩(極 地研)松 尾敏郎(京 大,工)芳 野越夫(電
通大)
11.ロケットによる磁場観測j
遠山文雄,青 山 巌,小 松誠一(東 海大,工)
12,極地域における地球磁場季節変化
福島 直(東大,理)長 井嗣信(気 象庁地磁気観
測所)
13.磁気圏 ・電離圏における波動粒子相互作用
(Review)　　　 　　　　大家 寛(東 北大 ・理)
14.　EXOS-A搭 載プラズマ波観測器
中村良治,伊藤富造(東 大 ・宇宙研)柴 田 喬,
芳野赴夫(電 通大)
15.極域電離層における高周波領域の波動粒子相互作用










巻田和男(東大,理)福 西 浩(極 地研)芳 野魁
夫,尾 崎孝之,岩 瀬政之(電 通大)
19,SSCに伴うVLFエ ミッションの特性
林 幹治(東 大 ・理)鶴 田浩一郎(東 大,宇 宙
研)国 分 征,小 口 高(東 大 ・理)渡 辺富也,
　　　 R.　E.　Horita　(U.　B.　C.　)
20.磁気圏内のULF,　VLF波 動(Review)




岩渕美代子,佐藤夏雄,福 西 浩(極 地研)
23.極光帯一プラズマt－ ズ領域のULF波 動の特性
国分 征,林 幹治,小 口 高(東 大 ・理)鶴 田
浩一郎(東 大 ・宇宙研)　R　E.　Horita(U,B,C,)
24.ELF波動のみずほ一昭和同時観測
佐藤夏雄,福 西 浩(極 地研)巻 田和男(東大 ・
理)
25.昭和基地一レイキャビック共役点観測






松尾敏郎(京 大 ・工)尾 崎孝之,岩 瀬政之(電 通





小川忠彦,森 弘隆,宮 崎 茂(電 波研)
30.極域電離層電子密度の計測
大家 寛,高 橋忠利(東 北大,理)
31.ロケットによる極域電離層プラズマの擾乱の観測
森 弘隆,小 川忠彦,宮 崎 茂(電 波研)
32.オー ロラにおける酸素輝線の ドップラー温度観測結
果 上山 弘,岡 野章一(東 北大,理)
33,極域超高層NOx
近藤 豊(名 大,空電研)小川利紘(東 大,理)
6一
34,MAP計 画
極 地 研 ニ ュ ー ス
加藤 進(京 大,工)
35.ISレーダー計画
加藤 進.深 尾昌一郎(京 大,工)
36.メソゾンデの将来計画
中村純二(東 大,教 養)前 田 担(京 大 ・理)
37.オー ロラに伴う電離圏波動の研究(計 画)













シンポジウムが開かれたが,今 回はこれらに続 くもの と
して第3回 になる,しかし,この間やまと山脈周辺の採
氷帯だけからではな く,前回でも報 じられたように,ビ


























プ ロ グ ラ ム
1.1977-78年ビクトリアランド日米共同限石探査にっ














宮本正道(神戸大 ・理)武 田 弘(東 大 ・理)矢
内桂三(極 地研)松 本循夫(長崎大 ・教養)
8.やまと一75,コンドライ ト限石の化学的岩石学的分
類




武 田 弘.宮 本正道(東 大 ・理)矢 内桂三(極地





究 木村 真,八 木健三,大 沼晃助(北大 ・理)
12.　CaMgSitOe-CaA12SiOe-CaTiA、206系と　Allende
Meteorite中の　White　Inclusions　との関係
大沼晃助,八 木健三,木 村 真(北大 ・理)
13,やまと限石中の荷電粒子 トラック
矢吹英雄(理 化学研)八 木健三(北大 ・理)
14.やまと阻石74037と74136中の希土類元素
田中 剛(地 質調査所)増 田彰正(神戸大 ・理)
15.南極産限石中の宇宙線生成放射能
本田雅健(東 大 ・物性研)西 泉 邦 彦(立 教大 ・
理)今 村峯雄(東 大 ・原子核研)
16,　Yamato除石のK-Ar　Age
釜口明治(阪大 ・理)岡 野 純(阪 大 ・教養)
7
極 地 研 ニ ュ ー ス
17.やまと陽石の40Ar-39Ar年代
兼岡一郎,小 嶋 稔,柳 沢正久(東 大,理)
18,希ガス同位体分析による南極産隅石の研究










23.南極阻石の自然残留磁気 永田 武(極 地研)
24.　Allan　Nunatak慣鉄の金属学的並びに磁気的性質
永田 武(極 地研)　R.　M,　Fisher　(U.S.スチー















せた関心の程は,ア ルゼンチン,オース トラリア,フ ラ








































































　 　 Antarc【ica　in　l976.　 February　1978
　 No.43　(Seismology)
　 Seismological　bulietin　of　Syowa　Station,






　 　 Mountains.　 March　1978
、...～ ■..A■..～.■.A.り い 「.■～%'一 ■..～ ■■.
レ来 訪 者 く
2月20日　 Dr.　A　Shapley　(シt－ プレ ー博:1:)NOAA
環 境 デ ー タサ ー ビス所 長
2月27日　 Dr.　K.　Cole(コー ル博 士)
SCOSTP会 長
IAGA副 会長
3月2日 　 Mr.　A.　Giesecke　(ギー セ ッ ク)
ペ ル ー国 立 地 球物 理 研究 所長
レ 見 学 者 く
2月22日 リサ ーチ マ ネ ヂ メ ン ト ・ロー タ リー(25名)
.v..■ty'■.Vt"・tV.■'A'..∨ ・'.A'-v-...～



















































消費量 残量 消費量 残馳
普通 軽油 1・・ゆ ・8・・㎝ ㎜1・5・・8570,662







極 地 研 ニ ュ ー ス
昭 和 基 地 月別 気 象 資 料(Syowa　Statlon　Menthly　Climatological　Dat )
平 均 気 温(Mean　temp.)　(。C)
最 高 気 温(Max.　temp.)　(°C)
最 低 気 温(Min.　temp.)　(。C)
平 均 気 圧 ・海 面(Mean　 pressure,　sea　level)　(mb)
平 均 蒸 気 圧(Mean　vapour　pressure)　(mb)
平 均 相 対 湿 度(Mean　relative　humidity)　(%)
平 均 風 速(Mean　wind　speed)　(m/s)
最 大 風 速 ・10分間 平 均(Max.　 wind　speed,　10-min.　mean)　(m/s)
瞬 間 最大風 速(Gust)　(m/s)
平 均 雲 量(Mean　sky　cover)　(1/10)
快 晴 日 数(Nurnber　・f　clear　days)
































































みならず,他 の分野を含む広汎な総合的な研 究 が行わ
れ,過 去数十万年前の地球上の歴史とともに,将来の我
々の住む地球の未来を語るいとぐちを与える可能性を持
っているのである.
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